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研究成果の概要（和文）：活動銀河核ジェットの磁場構造を解明するために、電波・可視光による偏光モニター
観測とVLBI撮像観測を組み合わせる研究である。ALMAを用いて40 GHzから343 GHzまでの5周波数で間隔10日以下
の頻度で46天体のモニター観測を継続観測しており、https://www.alma.cl/~skameno/AMAPOLA/ にて公開してい
る。このモニター観測天体のうち、偏波角が90度以上の大角度変化を示した3天体について、磁場構造の発展を
空間的に解明するために、東アジアVLBIにて撮像モニター観測、かなた望遠鏡で可視光モニターを開始した。

研究成果の概要（英文）：We are carrying a polarization monitoring program to clarify the magnetic 
field structure inside AGN jets. By compiling radio and optical polarization monitoring coupled with
 VLBI imaging polarimetry, we probe propagation of magnetic field structure in the jet stream. We 
have conducting ALMA polarization monitoring for 46 sources at the frequencies of 40 GHz, 97 GHz, 
155 GHz, 233 GHz, 343 GHz and publicizing in https://www.alma.cl/~skameno/AMAPOLA/. We identified 
three AGNs that shows swing of the polarization angle by > 90 degrees, and started VLBI polarization
 imaging and optical monitoring.

研究分野： 天文学

キーワード： 活動銀河核　偏光　ジェット　磁場構造　活動銀河核ジェット　多波長偏光観測　時間変動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
AMAPOLAはミリ波・サブミリ波帯における唯一の偏波モニタープログラムで、総天体数2079天体、うち10日以下
の高頻度観測天体46天体、40 GHzから343 GHzまでの周波数範囲など、世界最高の質・量を提供している。急激
な偏波成分の増光現象や偏波角の変化事象をATel (Astronomer's Telegram) に報告し、X線偏光観測衛星IXPEと
の協調観測でAGNジェットの磁場構造伝播を解明するなど、活動銀河核ジェットの一般的な磁場の性質を理解す
る研究に貢献している。ミリ波・サブミリ波帯の偏波較正の品質検査にも利用され、電波天文学における偏波計
測精度向上に貢献している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) 活動銀河核 (Active Galactic Nuclei : AGNs) にはジェットを噴出する天体が見られる。
AGNジェットは相対論的エネルギーを持つ細く絞られたプラズマ流であり、その生成・加速・
収束機構の解明は天体物理学の重要課題である。AGNジェットはシンクロトロン放射が卓越す
ることから磁場が加速・収束機構に関与していると考えられており、ジェットに沿った螺旋状の
磁場構造を示唆する偏波観測も得られている。偏波観測は AGNジェットの磁場構造を調べる唯
一の観測手法である。 
 
(2) 偏波観測はそれに特化した観測装置と較正が必要であり、シンクロトロン放射が光学的に薄
くなるミリ波・サブミリ波帯での偏波観測は限定的であった。AGNジェットを空間的に分解で
きる超長基線干渉計 (Very Long Baseline Interferometry : VLBI) の偏波観測は、センチ波帯
では確立していたがミリ波帯 VLBIでは較正方法が十分な精度が得られていなかった。 
 
(3) 2013 年に開所したアタカマミリ波サブミリ波大型干渉計  (Atacama Large 
Millimeter/submillimeter Array : ALMA) は、フラックス密度の較正目的で多数の標準電波源
を 10日以下の頻度でモニターしている (Grid Survey観測)。Grid Surveyは偏波モードで観測
されているが、従来は全フラックス密度(Stokes I)のみが整約され公開されていて、Stokes Q, U, 
Vは計測されていなかった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、活動銀河核ジェットの生成・加速・収束機構を担う磁場構造を、多波長偏波モ
ニター観測および撮像観測によって解明することである。シンクロトロン放射が薄くなるミリ
波・サブミリ波帯での偏光モニター観測によって、磁場構造の変動を捉える。これを、シンクロ
トロン一次放射の短波長端である可視光の偏光変動と比較することで、磁場構造変動の応答関
数を得て、ジェットの磁場構造を解明する。さらに、VLBI偏光観測によって磁場構造を空間的
に分解し、時間分解された磁場構造と比較して伝播速度を調べる。 
 
 
３．研究の方法 
(1) ALMAによるミリ波・サブミリ波帯偏波モニター観測 (AMAPOLA) : Grid Surveyのデータ
から Stokes Q, U, Vを算出するために、Analytic Matrix for ALMA POLArimetry (AMAPOLA) 
コードを開発し、40 GHz – 343 GHz (波長 7 mm – 0.85 mm) の 5周波数で 46天体を 10日以
下の頻度でモニターする。 
(2) AMAPOLAで偏波角 (EVPA) の大きな変動が見られた天体について、東アジア VLBI網で
偏波観測を行い、ジェット内の磁場構造を空間的に分解して、偏波角変動の起因となったジェッ
ト成分を特定する。 
(3) 偏波角 (EVPA) の大きな変動が見られた天体について、かなた望遠鏡で偏光観測を行い、可
視光とミリ波・サブミリ波帯との偏波変動を比較して応答関数を求め、VLBI観測で得られた磁
場構造と比較し、磁場構造の伝播を調べる。 
 
４．研究成果 
 

(1) AMAPOLA によって、2012 年 – 2024 年の Grid Survey データ全てにおいて Stokes 
parameterを求め、webサイトで公開している。 
https://www.alma.cl/~skameno/AMAPOLA/ 
AMAPOLAはミリ波・サブミリ波帯における唯一の偏波モニタープログラムで、総天体数
2079天体、うち 10日以下の高頻度観測天体 46天体、40 GHzから 343 GHz までの周波
数範囲をカバーし、延べ観測数は 571224 天体・周波・回に及ぶ、世界最高の質・量を
提供している。ミリ波・サブミリ波帯の一般的な偏波観測の較正に必要な較正天体の選
択および較正の品質検査に用いられ、電波天文学における偏波較正の手法を確立し精度
を向上させるなど、電波天文学に広く貢献している。 



 
AMAPOLAによる偏波モニター結果の例。横軸は観測日。3つのパネルは上から全フラックス密度 
(Stokes I), 直線偏波成分 (𝑃 = #𝑄! +𝑈!),および偏波角 (EVPA)を示す。色は周波数に対応
し、B1 (40 GHz : 橙), B3 (97.5 GHz : 朱), B4 (155 GHz : 茶), B6 (233 GHz : 緑), B7 
(343 GHz : 青)を指す。 左は偏波成分が安定しているクェーサーJ1331+3030 (3C 286)。右は
激しい変動を示すブレーザーJ0854+2006 (OJ 287)。 
 

(2) AMAPOLA に基づいて、偏波で急激な増光現象や偏波角変動現象を検出し、ATel 
(Astronomer's Telegram) にアラートを報告した。 
- ATel#11572 3C 279 
- ATel#14385 3C 379 
- ATel#14781 4C +29.45 
- ATel#14847 PKS 0420-014 
- ATel#14952 OJ 287 
 

(3) 世界初の X線偏光観測衛星 IXPEとの協調観測によって、世界で初めてミリ波・サブミ
リ波帯と X線の同時偏光観測を、ブレーザー天体 BL Lacに対して実施した。X線での
偏光率は上限値 12.6%, 赤外線の偏光率が 7-17%, サブミリ波 343 GHz での偏光率は
3.6-3.9%であった。赤外線とサブミリ波の偏波角はほぼ一致した。X線の偏光が赤外線
の偏光率より低いことから、X線の放射は陽子シンクロトロンではなく、電子によるシ
ンクロトロン自己コンプトン散乱が支配的であると考えられる。 
 

(4) AMAPOLAで偏波角が 2 週間以内に 90º以上変動する現象を、J0006-0623, OJ 287, 3C 
454.3 の 3 つのブレーザー天体で検出した。これらの天体に対して東アジア VLBI で撮
像観測を実施し、現在解析中である。 
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